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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

の
構
造

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
は
、
直
径
１
０
０
ｎ
ｍ
、

１
ミ
リ
の
千
分
の
１
程
度
の

大
き
さ
で
す
。
表
面
に
赤
血

球
凝
集
素
と
ノ
イ
ラ
ミ
ニ

ダ
ー
ゼ
の
２
種
類
の「
と
げ
」

が
あ
り
ま
す
。ウ
イ
ル
ス
は
、

赤
血
球
凝
集
素
が
ヒ
ト
の
喉

に
付
着
し
て
感
染
し
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
は
、
赤
血
球
凝
集

素
に
対
す
る
抗
体
を
作
り
、

付
着
を
防
ぐ
、
つ
ま
り
感
染

を
防
ぎ
ま
す
。
一
方
、
ウ
イ

ル
ス
が
増
殖
し
て
周
囲
に
拡

散
す
る
と
き
に
必
要
な
ノ
イ

ラ
ミ
ニ
ダ
ー
ゼ
と
い
う
酵
素

の
作
用
を
抑
え
る
の
が
、
ノ

イ
ラ
ミ
ニ
ダ
ー
ゼ
阻
害
薬

で
、代
表
は
タ
ミ
フ
ル
で
す
。

タ
ミ
フ
ル
を
服
用
す
る
と
、

ウ
イ
ル
ス
が
増
殖
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

４
種
類
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

 

 

人
の
世
界
で
流
行
し
て
い

る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
に
は
、
Ａ
型
と
し
て
、
２ 

０
０
９
年
に
出
現
し
た
Ｈ
１

Ｎ
１
ｐ
ｄｍ
（
豚
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
も
呼
ば
れ
る
）
と

１
９
６
８
年
に
出
現
し
た
Ａ

香
港
か
ぜ
の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
。
Ｈ
１
Ｎ
１
ｐ
ｄ
ｍ
は
、

本
来
は
メ
キ
シ
コ
か
ぜ
、
あ

る
い
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
か

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

  

の
勧
め

鼻
か
ら
噴
霧
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
生
ワ
ク
チ
ン
登
場

神奈川県警友会けいゆう病院 
名誉参事

菅
すが

谷
や

憲
のり

夫
お

 先生

今
シ
ー
ズ
ン
は
、昨
年
か
ら
マ
ス
ク
着
用
が
個
人
の
判
断
に
な
っ
た
り
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
が
低
下
す
る
な
ど
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
リ
ス
ク
が

昨
年
以
上
に
高
ま
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

基
本
的
な
知
識
と
最
近
の
動
向
に
つ
い
て
、
神
奈
川
県
警
友
会
け
い
ゆ
う

病
院
名
誉
参
事
で
、W

HO Public Health Research Agenda 
for Influenza

委
員
の
菅
谷
憲
夫
先
生
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。

図１

インフルエンザウイルスの電顕像 直径100nmの円形像
が一つ一つのインフルエンザウイルスです。表面がざらざ
らしていますが、赤血球凝集素とノイラミニダーゼの「と
げ」が密集しています。

図2： 現在流行している人の 
インフルエンザウイルスの種類

1.A型には、2種類の亜型
◎�A香港型、1968年に、新型インフ
ルエンザとして香港で出現し、現
在も流行している。
◎�H1N1pdm、2009年に、新型とし
てメキシコかカリフォルニアで出
現し、現在も流行している。豚イン
フルエンザともいわれる。

� pdmはPandemic（大流行）の略。

2.B型には、2種類の系統
◎�ビクトリア系統、オーストラリア
のビクトリア州で最初に流行。
◎�山形系統、日本の山形県で最初に
流行したが、新型コロナ発生後、世
界から消失した。
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ぜ
と
い
う
べ
き
で
す

が
、
ア
メ
リ
カ
も
メ
キ

シ
コ
も
、自
国
で
発
生

し
た
こ
と
を
認
め
な

か
っ
た
の
で
、
学
名
通

り
Ｈ
１
Ｎ
１
ｐ
ｄｍ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一

方
、
Ｂ
型
に
は
、
発
生

場
所
の
地
名
を
取
り
、

ビ
ク
ト
リ
ア（
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
）と
山
形
の
２
種

類
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

計
４
種
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
様
々
な
組
み
合
わ
せ

で
流
行
を
繰
り
返
し
、
ワ
ク

チ
ン
に
は
こ
の
４
種
の
ウ
イ

ル
ス
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
は
、
毎
年
、
表
面
の
「
と

げ
」
の
性
質
が
変
化
す
る
の

で
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
ワ
ク
チ
ン
に

使
用
す
る
ウ
イ
ル
ス
を
選
択

し
ま
す
。

不
活
化
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
は
、
ニ
ワ
ト
リ
の
卵
に
ウ

イ
ル
ス
を
接
種
し
、
増
殖
さ

せ
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
、元
来
、鳥
類
の
ウ
イ
ル
ス

な
の
で
、
鶏
卵
で
よ
く
増
え

ま
す
。
増
殖
し
た
ウ
イ
ル
ス

に
薬
剤
を
加
え
、
ウ
イ
ル
ス

を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
、
赤
血

球
凝
集
素
を
精
製
し
て
製
造

し
ま
す
。
１
個
の
卵
か
ら
成

人
１
〜
２
回
分
の
ワ
ク
チ
ン

が
で
き
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
構

造
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
ま
す

か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
て

も
発
病
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
が
不
活
化
と
い

う
意
味
で
す
。
日
本
の
ワ
ク

チ
ン
の
製
造
に
は
、数
千
万
個

の
鶏
卵
が
必
要
で
、
卵
の
準

備
だ
け
で
も
大
変
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
は

11
月
末
ま
で
に
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
は
、
通
常
、
１０
月
か
ら
打

ち
始
め
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
は
、
１２
月
か
ら

翌
年
の
３
月
ご
ろ
ま
で
続
く

の
で
、
１１
月
中
に
は
接
種
を

終
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。成
人
で
は
、０
・
５
ｍｌ
を

皮
下
に
１
回
接
種
し
ま
す
。

６
ヶ
月
か
ら
１２
歳
未
満
の
小

児
は
２
回
の
接
種

が
必
要
で
、
年
齢

に
応
じ
て
接
種
量

が
変
わ
り
ま
す
。

不
活
化
ワ
ク
チ

ン
は
重
い
副
作
用

は
稀
で
、
安
全
性

の
高
い
ワ
ク
チ
ン

で
す
。
よ
く
見
ら

れ
る
の
は
、
接
種

し
た
部
位
の
発
赤

と
腫
脹
で
す
が
、

２
‒
３
日
で
治
り

心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
っ

て
も
接
種
可
能
で
す
が
、
心

配
な
時
は
、
か
か
り
つ
け
の

先
生
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
50
％

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
す
る
と
、
接
種
し

な
い
場
合
と
比
べ
て
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
病
は
５０
％

減
り
ま
す
。
成
人
で
は
、
毎

年
の
シ
ー
ズ
ン
に
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
か
か
る
人
は
、
大

体
１０
％
以
内
で
す
。つ
ま
り
、

成
人
１
０
０
０
人
の
う
ち
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
熱
を
出

す
人
は
、
一
冬
で
１
０
０
人

程
度
で
す
。
９
０
０
人
は
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
は
か
か
り

ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
何

年
間
も
打
っ
て
い
な
い
け
れ

ど
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
っ
た
こ
と
の
な
い
人
が

多
く
い
て
も
不
思
議
は
な
い

の
で
す
。
１
０
０
０
人
が
、

流
行
前
に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
と
、
発
病
者
は
５０
人
に

減
る
の
が
５０
％
の
効
果
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
が

必
要
な
人

心
臓
や
肺
に
慢
性
の
病
気

を
持
っ
て
い
る
人
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
重

症
化
し
や
す
い
の
で
、
毎
年

の
接
種
が
原
則
で
す
。
慢
性

疾
患
を
持
つ
人
は
、
か
か
り

つ
け
の
先
生
と
の
相
談
が
重

要
で
、
抗
が
ん
剤
な
ど
に
よ

り
、
免
疫
が
低
下
し
て
い
る

人
も
接
種
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
６５
歳
以
上
の
高

ノイラミニダーゼ

赤血球凝集素

ウイルスRNA

脂質

基礎タンパク

図3：インフルエンザウイルスの構造

図4： 成人ではワクチンを接種しなくても、 
インフルエンザにかからない人が90％もいる

ワクチン効果50％の意味
◎�ワクチンを接種しない
1000人のうち、100人が
インフルエンザにかかる
◎�ワクチンを全員が接種し
ても、50人はインフルエ
ンザにかかる

菅谷憲夫　 新型ウイルスの脅威　
インフルエンザ　 1999年 丸善ライブラリー

950

なし あり
ワクチン

900

50100

み
ん
な
の
健
康

2024.11/12
2024.11/12

3



最 新 医 療 情 報

齢
者
、
６
歳
未
満
の
小
児
、

妊
婦
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
必

要
で
す
。
高
齢
者
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
罹
る
と
、
ウ
イ

ル
ス
性
で
は
な
く
て
、
細
菌

性
肺
炎
を
併
発
し
や
す
い
の

で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

と
し
て
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
も
重
要
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
す
る
と
、５０
％
の
発

病
防
止
効
果
と
共
に
、３０
‒
６０

％
程
度
の
重
症
化
防
止
効
果

も
あ
り
ま
す
。
重
症
化
防
止

効
果
と
は
入
院
防
止
効
果
と

同
じ
意
味
で
す
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
入
院
患
者
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
率
は
、
入
院
を
免
れ

た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
外
来
患

者
よ
り
も
大
幅
に
低
い
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
は

子
供
に
は
効
果
が
高
い

イ
ン
フ
ル
ワ
ク
チ
ン
は
、

低
年
齢
の
子
供
、
１
歳
か
ら

５
歳
ま
で
が
、
全
年
代
の
中

で
最
も
効
果
が
高
い
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
効
果
は

５０
％
以
上
で
す
。
小
さ
な
お

子
さ
ん
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
る
と
気
管
支
炎
、
熱

性
痙
攣
な
ど
合
併
症
を
起
こ

し
て
入
院
す
る
こ
と
も
多
く
、

稀
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳

症
も
起
こ
す
の
で
、
是
非
接

種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
は

A
香
港
か
ぜ
に
対
す
る

ワ
ク
チ
ン
効
果
が
低
い

高
齢
者
で
は
、
Ａ
香
港
か

ぜ
に
対
す
る
効
果
が
低
い
の

で
す
が
、
Ｈ
１
Ｎ
１
ｐ
ｄ
ｍ

や
Ｂ
型
に
は
十
分
効
果
が
あ

る
の
で
、
是
非
接
種
が
必
要

で
す
。高
齢
者
で
は
、Ａ
香
港

か
ぜ
に
罹
患
す
る
と
、
細
菌

性
肺
炎
を
併
発
し
重
症
化
す

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
で

す
か
ら
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で

肺
炎
に
な
る
と
、
タ
ミ
フ
ル

な
ど
の
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

薬
と
と
も
に
、抗
生
物
質
が
必

要
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

生
ワ
ク
チ
ン
、

フ
ル
ミ
ス
ト
新
登
場

今
年
か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
生
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

日
本
で
も
開
始
さ
れ
ま
す
。

２
歳
以
上
１９
歳
未
満
ま
で
が

接
種
可
能
な
小
児
用
ワ
ク
チ

ン
で
す
。鼻
か
ら
ワ
ク
チ
ン
液

を
噴
霧
す
る
こ
と
で
接
種
す

る
の
で
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

ミ
ス
ト（
霧
）、
フ
ル
ミ
ス
ト
と

い
う
商
品
名
に
な
っ
て
い
ま

す
。
生
き
た
ウ
イ
ル
ス
で
す

が
、
高
温
で
は
増
殖
で
き
な

い
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
人
の
鼻

腔
で
は
３２
度
と
低
温
な
の
で
、

増
殖
し
て
鼻
炎
を
起
こ
し
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る

免
疫
が
で
き
ま
す
が
、
気
管

支
と
か
肺
で
は
体
温
が
３７
度

と
高
い
の
で
増
殖
で
き
な
い
、

つ
ま
り
、
生
き
た
ウ
イ
ル
ス

で
も
肺
炎
や
気
管
支
炎
は
起

き
な
い
の
で
す
。
従
来
の
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
で
小
さ
な
お

子
さ
ん
に
２
回
注
射
す
る
こ

と
を
考
え
る
と
、痛
み
が
な
い

の
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

 

問
題
は
、
不
活
化
ワ
ク
チ

ン
に
比
べ
、
効
果
は
低
め
と

思
わ
れ
る
点
で
す
。
ア
メ
リ

カ
で
は
Ｈ
１
Ｎ
１
ｐ
ｄ
ｍ
が

流
行
し
た
時
に
、
効
果
が
全

く
な
か
っ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
３
年
間
、
接
種
が
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
ア

メ
リ
カ
で
も
接
種
再
開
と
な

り
ま
し
た
が
余
り
使
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

 

安
全
性
は
高
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、生
き
た
ウ
イ
ル
ス

な
の
で
、
心
臓
や
肺
な
ど
に

重
い
慢
性
病
が
あ
る
人
で
は
、

接
種
が
可
能
か
ど
う
か
、
か

か
り
つ
け
の
先
生
と
相
談
し

て
下
さ
い
。
喘
息
の
人
は
注

意
が
必
要
で
す
。
妊
婦
に
は

接
種
で
き
ま
せ
ん
。
授
乳
中

の
母
親
で
は
、
接
種
後
１
〜

２
週
間
は
乳
児
と
の
接
触
は

控
え
て
下
さ
い
。
ゼ
ラ
チ
ン

に
対
す
る
強
い
ア
レ
ル
ギ
ー

の
あ
る
人
は
、
接
種
に
注
意

が
必
要
と
な
る
の
で
、
や
は

り
、
か
か
り
つ
け
の
先
生
と

相
談
が
必
要
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

ま
と
め

不
活
化
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
は
、
効
果
の
高
い

安
全
な
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
発

病
防
止
効
果
は
５０
％
、
入
院

防
止
効
果
も
あ
り
ま
す
。
今

年
か
ら
鼻
か
ら
噴
霧
す
る
生

ワ
ク
チ
ン
も
使
わ
れ
ま
す
。

２
歳
以
上
の
小
児
に
使
え
ま

す
が
、
効
果
は
低
め
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期

に
発
熱
し
た
ら
、
早
め
に
、

か
か
り
つ
け
の
先
生
を
受
診

し
検
査
を
受
け
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
陽
性
だ
っ
た
ら
、
タ

ミ
フ
ル
、
イ
ナ
ビ
ル
な
ど
の

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
で
治

療
し
ま
し
ょ
う
。
ゾ
フ
ル
ー

ザ
も
良
い
薬
で
す
が
、
１２
歳

未
満
の
子
供
で
は
、
高
率
に

耐
性
ウ
イ
ル
ス
が
発
生
す
る

の
で
（
２５
％
以
上
）、
勧
め

ら
れ
ま
せ
ん
。
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最 新 医 療 情 報

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
と
は

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス（Respira 

tory syncytial virus: 
RSV

）
に
か
か
っ
て
し
ま
う

と
、
発
熱
、
咳
、
大
量
の
鼻

汁
の
ほ
か
、
重
症
化
し
た
小

さ
な
こ
ど
も
に
お
い
て
は
一

時
的
に
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し

ま
っ
た
り（
無
呼
吸
）や
ゼ
ー

ゼ
ー
し
た
苦
し
い
呼
吸
を
認

め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
以

前
は
、
主
に
冬
に
流
行
す
る

感
染
症
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
近
年
は
そ
の
季

節
性
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、

特
に
西
日
本
に
お
い
て
は
通

年
性
の
流
行
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
Ｒ
Ｓ
Ｖ
感
染
症
は

珍
し
い
感
染
症
で
は
な
く
、

ほ
と
ん
ど
全
て
の
こ
ど
も
が

２
歳
ま
で
に
か
か
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
普
段
は
元
気
な

こ
ど
も
が
か
か
っ
て
も
多
く

の
場
合
１
週
間
程
度
で
回
復

し
ま
す
が
、
は
じ
め
て
か

か
っ
た
乳
児
の
２０
︱
３０
％
は

下
気
道
感
染
症
（
肺
炎
や
細

気
管
支
炎
）を
発
症
し
ま
す
。

１
歳
未
満
が
Ｒ
Ｓ
Ｖ
に
罹
患

し
た
場
合
、
１
〜
３
％
が
下

気
道
感
染
症
な
ど
に
よ
り
入

院
を
必
要
と
し
ま
す
。
特
に

生
後
６
か
月
、
そ
の
中
で
も

特
に
生
後
３０
︱
６０
日
が
、
最

も
重
症
化
し
や
す
い
時
期
で

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
国
内
の
１
歳
未
満
に
お

け
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
、
Ｒ
Ｓ
Ｖ
感
染

症
の
致
死
率
（
亡
く
な
っ
た

人
／
か
か
っ
た
人
）
は
そ
れ

ぞ
れ
０
・
０
０
７
３
％
、
０
・

１
％
と
さ
れ
て
お
り
、
Ｒ
Ｓ

Ｖ
感
染
症
は
小
さ
な
こ
ど
も

に
と
っ
て
と
て
も
怖
い
感
染

症
で
す
。

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

治
療

Ｒ
Ｓ
Ｖ
感
染
症
は
、
現
時

点
で
こ
ど
も
た
ち
の
治
療
に

使
用
で
き
る
抗
ウ
イ
ル
ス
薬

が
な
い
た
め
、
万
一
、
Ｒ
Ｓ

Ｖ
感
染
症
に
か
か
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
、
治
療
と
し
て

直
接
ウ
イ
ル
ス
を
退
治
す
る

術
が
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

予
防

Ｒ
Ｓ
Ｖ
に
一
生
か
か
ら
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
困
難

で
す
が
、
有
効
な
治
療
薬
も

な
く
、
か
か
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
に
最
も
重
症
化
し
や
す

い
生
後
１
年
以
内
、
そ
の
中

で
も
特
に
生
後
６
か
月
以
内

に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
予
防

を
す
る
こ
と
が
と
て
も
重
要

な
感
染
症
で
す
。
国
内
に
お

い
て
は
２
０
０
２
年
か
ら
、

早
産
児
、
先
天
性
心
疾
患
、

気
管
支
肺
異
形
成
な
ど
、
Ｒ

Ｓ
Ｖ
感
染
症
が
重
症
化
し
や

す
い
こ
ど
も
を
対
象
と
し

て
、
Ｒ
Ｓ
Ｖ
抗
体
を
直
接
筋

肉
内
注
射
す
る
予
防
法
が
用

い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
一
方

で
、
実
際
に
重
症
Ｒ
Ｓ
Ｖ
感

染
症
で
入
院
し
て
く
る
こ
ど

も
た
ち
の
９
割
以
上
は
、

元
々
重
症
化
の
リ
ス
ク
は
低

い
と
さ
れ
て
い
る
こ
ど
も
た

ち
で
あ
り
、
生
ま
れ
て
き
た

全
て
の
こ
ど
も
た
ち
へ
Ｒ
Ｓ

Ｖ
感
染
予
防
を
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
日
本
に
お
い
て

は
、
２
０
２
４
年
５
月
末
か

ら
、
妊
娠
２４
〜
３６
週
（
特
に

妊
娠
２８
〜
３６
週
で
の
接
種
が

理
想
的
）
の
妊
婦
へ
、
Ｒ
Ｓ

Ｖ
母
子
免
疫
ワ
ク
チ
ン
（
商

品
名
：
ア
ブ
リ
ス
ボ
®
 ）

を

筋
肉
内
注
射
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ワ

ク
チ
ン
を
お
母
さ
ん
に
接
種

す
る
こ
と
に
よ
り
、
赤
ち
ゃ

ん
た
ち
は
お
腹
の
中
に
い
る

間
か
ら
お
母
さ
ん
か
ら
Ｒ
Ｓ

妊
婦
へ
の
R
S
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

Ｖ
抗
体
を
も
ら
う
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
出
生
直
後
か
ら

Ｒ
Ｓ
Ｖ
感
染
症
か
ら
守
ら

れ
、
そ
の
効
果
は
約
半
年
間

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
妊
婦
へ

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
際
に

は
、
母
子
に
対
す
る
安
全
性

を
心
配
さ
れ
る
方
も
多
い
か

と
思
い
ま
す
が
、
先
行
し
て

こ
の
ワ
ク
チ
ン
が
導
入
さ
れ

た
米
国
な
ど
の
報
告
で
は
、

そ
の
安
全
性
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
Ｒ
Ｓ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
た
妊
婦
に

お
け
る
早
産
の
割
合
は
４
・

１
％
で
あ
っ
た
と
の
報
告
が

あ
り
ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
な
い
場
合
で
も
早
産

は
３
・
１
〜
６
・
１
％
で
認

め
ら
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

お
り
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
早

産
と
は
考
え
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
国
内
で
妊
婦
へ
Ｒ
Ｓ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
際
に

は
有
料
任
意
接
種
と
な
る
た

め
、
今
後
経
済
的
な
負
担
な

ど
、
解
決
す
べ
き
課
題
は
あ

り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
妊
婦
さ
ん

に
接
種
を
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院
小児科部長 准教授
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友
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 神経難病は、原因不明で根本的治療が
ないものが多く、長期の療養が必要とな
る疾患です。国から支援を受ける指定難
病341疾病（令和６年４月現在）の中で、
神経難病は８3疾病にも上ります。成人で
は、パーキンソン病 筋萎縮性側索硬化
症 多発性硬化症 多系統萎縮症 前頭
側頭葉認知症などがそれにあたります。
 経過や症状は多彩で、運動機能、感覚
機能、自律神経機能、精神認知機能に、
複数の障害を系統的に来たすことが共通
する病態です。慢性に進行することが多
く、小児期での発症となるとその方の人
生のほとんどをケア
することになります。
治療が難しいこれら
の病気は、医療とし
ては、対処療法、補完
的治療、リハビリテー
ションが行われ、生
活支援としてのケア
介入に、訪問看護、
介護など、多職種の専門職が連携します。
また、行政サービスの支援を上手に利用
してゆくことも、療養の鍵となります。
神経難病が疑われる場合は、脳神経内科
への受診が必要で、専門医のもとで、診
断や指導、治療を受けることが大切です。
今では、新しい治療が始められることも
あり、継続的な受診がこれにつながりま
す。説明を受けても、病気について理解
できないこともあり、現在では、難病情
報センターのインターネットサイトが充
実していますので、ぜひご利用いただき
たいです。自宅で療養されることになれ

ば、在宅医療の開始です。訪問診療では、
全身管理、急変時やレスパイトの入院で
病院との連携、処方、医療材料の提供、
医療機器の管理などを細かく看護、リハ
ビリ、介護と連携して行います。状態に
より、胃

い

瘻
ろう

管
かん

理
り

、人工呼吸器を含む呼吸
サポート、感染症治療（中耳炎 胆嚢炎 
尿路感染症 誤嚥性肺炎）褥瘡、精神症
状に対する診療など多岐に渡り対応しま
す。
 在宅医療は、生活の支援です。生活相
談員やケアマネージャーがご本人に寄り
添った綿密な計画を多職種の方と垣根の

ない関係で支援しま
す。ここで私たち支
援者が一番大切にし
ている考え方の一つ
に、信頼関係に基づ
いたチームワークが
あります。患者さん
やご家族は、病気だ
けを見つめて毎日を

送られているのではなく、その方の人生
を共に生き合っています。毎日を少しで
も楽しまれ、嬉しいと感じ、悩みを共有
する。ご家族の支援も含め、チームで伴
走します。そしてこれが、ご本人のＡＣ
Ｐ（アドバンス・ケア・プランニング：
人生会議）につながると確信しています。
 もう一つ大切なことは、災害時の対応
を含め、難病医療助成制度をはじめとす
る、障害福祉制度のしっかりとした活用
です。ケアマネージャー、区役所などか
らの支援を受け、安心できる療養を実現
しましょう。

在宅医療在宅医療のの今

の今

在宅医療の

在宅 今

今

神経難病の在宅医療の今 小林クリニック

小
こ

林
ばやし

雅
ま さ

子
こ
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合待 室

腰
や
背
中
が
痛
く
て
、
膵

臓
が
ん
を
心
配
し
て
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
る
方
が

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

膵
臓
が
ん
で
は

な
ぜ
腰
や
背
中
が

痛
く
な
る
の
で
す
か

膵
臓
が
ん
で
腰
や
背
中
に

痛
み
が
出
る
方
は
、
が
ん
が

か
な
り
進
行
し
て
い
る
場
合

が
多
い
で
す
。
膵
臓
は
お
腹

の
奥
深
く
、
背
骨
に
近
い
位

置
に
あ
る
た
め
、
が
ん
が
進

行
し
て
腫
瘍
が
大
き
く
な

り
、
背
中
や
腰
に
近
い
神
経

が
圧
迫
（
浸
潤
）
さ
れ
る
と
、

腰
痛
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

膵
臓
が
ん
に
よ
る

腰
痛
の
特
徴
は
何
で
す
か

膵
臓
が
ん
に
よ
る
腰
痛

は
、慢
性
的
で
、痛
み
が
和
ら

ぎ
に
く
い
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
他
の
原
因
に
よ
る

腰
痛
と
区
別
が
難
し
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
黄
疸
、
食
欲

不
振
、
体
重
減
少
な
ど
の
他

の
症
状
が
一
緒
に
現
れ
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
こ
れ
ら
の

症
状
が
同
時
に
見
ら
れ
た
場

合
は
、
早
め
に
医
師
の
診
察

を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

膵
臓
が
ん
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

膵
臓
が
ん
は
、
が
ん
に
よ

る
死
亡
数
第
４
位
、
５
年
生

存
率
約
１０
％
と
難
治
性
の
高

い
が
ん
で
す
。早
期
発
見（
１

ｃｍ
以
下
の
段
階
）
が
鍵
と
な

り
ま
す
。

進
行
す
る
前
に

早
期
発
見
す
る
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
良
い
で
す
か

腹
部
の
エ
コ
ー
検
査
や
Ｃ

Ｔ
な
ど
の
画
像
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。

特
に
エ
コ
ー
検
査
は
簡
便
で

身
体
に
害
が
な
く
気
軽
に
受

け
ら
れ
ま
す
。
検
査
で
拡
張

し
た
膵
管
、
膵
の
う
胞
（
膵

液
が
た
ま
っ
た
袋
状
の
構

造
）
や
腫
瘍
が
見
つ
か
っ
た

場
合
は
、
精
密
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

注
意
す
べ
き
こ
と
は

あ
り
ま
す
か

以
下
の
方
々
は
膵
臓
が
ん

の
リ
ス
ク
が
高
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

•

近
い
家
族
に
膵
臓
が
ん
の

方
が
い
る

•

糖
尿
病
を
新
た
に
発
症
し

た
、
ま
た
は
悪
化
し
た

•

慢
性
膵
炎
を
患
っ
て
い
る

（
特
に
お
酒
を
多
く
飲
む
方
）

•

ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
や
肥

満
の
方

•

膵
の
う
胞
性
腫
瘍
（
Ｉ
Ｐ

Ｍ
Ｎ
）
が
あ
る
方

こ
れ
ら
に
該
当
す
る
方

は
、
定
期
的
に
画
像
検
査
を

受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
か
か
り
つ
け
医
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

川
か わ

口
ぐ ち

義
よ し

明
あ き

 先生かわぐち消化器内科

膵臓がんの疑問にお答えします
今、私は２匹のハムスター
を飼っています。一匹はジャ
ンガリアンハムスターのオ
スで、名前はコロ。もう一匹
はリアルブラックジャンガ
リアンのメスで、名前はサ
アラです。コロは食いしん
坊で、特にきゅうりが大好
き。小さな手で器用にきゅ
うりを持ち、一生懸命にか
じる姿は、見ているだけで
癒されます。リラックスした
性格のコロは、時には寝床
の外で堂々と寝てしまうこ
とも多く、その無防備な姿
はまるで小さなぬいぐるみ
のようです。一方、サアラは
おとなしく控えめな性格。と
ても可愛いのに、なぜか写
真写りが悪いのが逆にかわ
いい。サアラが頬袋に食べ
物を詰め込んでいる様子や、
ケージの中で静かに遊んで
いる姿は、本当に愛らしく
て、見ているだけで心が温
かくなります。
ある日のこと、私はコロと
サアラのケージを見てみる
と、コロがきゅうりを持ちな
がら堂々と寝てしまいまし
た。その無防備な姿を見て、
思わず笑ってしまいました。
サアラも静かに私の手から
えさを受け取り、頬袋に詰
め込む様子がとても可愛ら
しかったです。
ハムスターを飼うことで、
毎日の生活に小さな喜びと
癒しが生まれます。コロと
サアラの可愛らしい仕草や
表情に触れるたびに、忙し
い日常の中でも幸せな気持
ちになれます。ぜひ、みなさ
んもハムスターを飼っては
いかがでしょうか。
� （コロとサアラの主人）

「みんなの健康」
ご感想を
お寄せください。

▲ 詳細はこちら

腰
が
痛
い
で
す
。

膵
臓
が
ん
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か

み
ん
な
の
健
康

2024.11/12
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表紙／ブラフ18番館（中区）関東大震災後の建築で、戦後は山手教会の司祭館として1991年まで使用されていた。現在、山手イタリア山庭園内に復元され公開されている。

横浜市医師会聖灯看護専門学校 入学試験のご案内 ～私たちと一緒に看護師をめざしませんか～
※ 学校案内・募集要項・願書の

入手は学校ホームページより
お申込みください

所在地／〒230-0047
 横浜市鶴見区下野谷町3-88-16

（ＪＲ鶴見線鶴見小野駅より
 徒歩1分）
問合せ先／☎045-717-6633

募集学科：第一看護学科（全日制3年コース）
第二看護学科（昼間定時制4年コース）

◎試験科目：国語（現代文）・数学Ⅰ・面接

出願期間 試験日
第2回 2024年12月 2日（月）～ 12月11日（水） 12月21日（土）
第3回 2025年  1月 6日（月）～   1月16日（木）   1月25日（土）
第4回 2025年  2月 6日（木）～  2月14日（金）   2月22日（土）

令和７年度
一般入学試験日程

  

様々な条件（診療科目・地域・駅名 etc.）をクリックすることにより、
お探しの医療機関を検索できます。

運営時間：午前9時〜12時／午後1時〜5時 
月曜〜金曜（土・日・祝日・年末年始を除く）

地域医療連携センター ☎045-201-8712

かかりつけ医検索ホームページ
横浜市医師会 検 索

お近くの医療機関を電話でご紹介いたします。また、
ご希望により診療所や病院の情報と地図をFAXで送ります。

ラ ジ オ
番 組 みんなの健康ラジオ

ラジオ日本 AM1422kHz
にて放送中です

毎週木曜日 午前11:05～11:10
※再放送は毎週日曜日午前5：40放送
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午 前 0 時 以 降 に お け る
初 期 救 急 診 療 は

※受診する際は、必ず事前に電話確認してください。

内 科
鶴見区 汐田総合病院 ☎（045）574−1011
西区 けいゆう病院 ☎（045）221−8181
中区 横浜中央病院 ☎（045）641−1921
旭区 横浜旭中央総合病院 ☎（045）921−6111
磯子区 汐見台病院 ☎（045）761−3581
港北区 菊名記念病院 ☎（045）402−7111
緑区 横浜新緑総合病院 ☎（045）984−2400
青葉区 横浜総合病院 ☎（045）902−0001
戸塚区 戸塚共立第1病院 ☎（045）864−2501
戸塚区 戸塚共立第２病院 ☎（045）881−3205
戸塚区 東戸塚記念病院 ☎（045）825−2111

小 児 科（ 小 児 救 急 拠 点 病 院 ）
都筑区 昭和大学横浜市北部病院 ☎（045）949−7000
港北区 横浜労災病院 ☎（045）474−8111
鶴見区 済生会横浜市東部病院 ☎（045）576−3000
神奈川区 横浜市立市民病院 ☎（045）316−4580
戸塚区 国立病院機構横浜医療センター ☎（045）851−2621
中区 横浜市立みなと赤十字病院 ☎（045）628−6100
港南区 済生会横浜市南部病院 ☎（045）832−1111

休 日・夜 間 に 急 病 に な っ た 場 合 は
休 日 の 昼 間 は こ ち ら へ

内科・小児科  診療時間：午前10時〜午後4時
旭区休日急患診療所 ☎（045）363−2020
泉区休日急患診療所 ☎（045）806−0921
磯子区休日急患診療所 ☎（045）753−6011
神奈川区休日急患診療所 ☎（045）317−5474
港南区休日急患診療所 ☎（045）842−8806
港北区休日急患診療所 ☎（045）433−2311
栄区休日急患診療所 ☎（045）893−2999
瀬谷区休日急患診療所 ☎（045）360−8666

都筑区休日急患診療所 ☎（045）911−0088
鶴見区休日急患診療所 ☎（045）503−3851
戸塚区休日急患診療所 ☎（045）861−3335
中区休日急患診療所 ☎（045）622−6372
西区休日急患診療所 ☎（045）322−5715
保土ケ谷区休日急患診療所 ☎（045）335−5975
緑区休日急患診療所 ☎（045）937−2300
南区休日急患診療所 ☎（045）711−7000

内科・小児科・※歯科  診療時間：午前10時〜午後4時
金沢区休日救急診療所 ☎（045）782−8785
※建替えが終了するまで歯科診療は休診となります

内科・小児科  診療時間：午前9時〜12時 午後1時〜4時
青葉区休日急患診療所 ☎（045）973−2707

毎 日 の 夜 間 は こ ち ら へ
横浜市夜間急病センター ☎（045）212−3535
内科・小児科・眼科・耳鼻科：午後８時〜午前０時
横浜市北部夜間急病センター ☎（045）911−0088
都筑区休日急患診療所1階  内科・小児科：午後8時〜午前0時
横浜市南西部夜間急病センター ☎（045）806−0921
泉区休日急患診療所  内科・小児科：午後8時〜午前0時

横浜市救急相談センター
＃7119

または
☎045-232-7119

①医療機関案内 24時間年中無休

②救急電話相談 24時間年中無休

横浜市歯科保健医療センター ☎（045）201−7737
休日・夜間救急歯科診療 休日診療：午前10時〜午後4時 夜間診療：午後7時〜11時


